


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































36  Mar.2005社 会 情 報
ではないか思うのです．食べ物や様々な
生活用品を含め，世界中から来ています
し，またゴミの処理一つでも自治体だけ
では処理しきれなくていろいろなところ
でやっているわけで，そうすると地域コ
ミュニティというまとまりをどういうふ
うに考えていけばいいのでしょうか．ま
た，それがどういう意味で身体の再生産
につながっているのか，そのあたりの結
びつきをお聞きしたいと思います．
尾関：重要なご質問だと思います．明日に
残った話とも関係していると思うのです
が，今言われた地域コミュニティという
のを，あくまでもエコロジーの視点から
理念的に考えていきたいというところが
あります．今，地域といってもグローバ
ルな形ですでに結びついているのではな
いかという，そのグローバルに結びつい
ているというのは一般的にはいいのです
けれども，例えばよく問題されるのは，
食品の問題で，バナナとかエビという話
で，新書版でいろいろ議論されているよ
うな話題があります．だから食について，
食べるということについて，地域に限定
されずにグローバルな仕方で繫がりを
持っていて，繫がりがあるというのは現
実です．ただ，それを私としてはエコロ
ジーの視点からもう少し批判的に，例え
ば生命地域主義などの地域観を参照しな
がら，地域のあり方みたいなものを考え，
それをもとにグローバルなつながりかた
も考えていく必要があるのではないかと
考えています．だからといって専ら自給
自足とかそういう話ではないのですし，
市場を安易に否定するという話ではない
のですけれども．しかし市場のあり方と，
我々自身が，自分が必要なものを自分で
作るという，その地域の生態系に則した
形で，我々の生活の再生産を出来るだけ
やっていくというライフスタイルと，今
のグローバリズムの関係性の問題とを考
え直していく必要があるのではないかと
いう，そういう問題意識はあります．
だから現実がグローバルの仕方でも地
域に繫がっているのではないかという，
そういう議論自身に対しても，もう少し
批判的に，地域コミュニティの再構築の
ためにはエコロジーの視点を基底におく
必要があり，それを踏まえたグローバル
な関係性を考えていく必要があるのでは
ないかと思っています．そのエコロジー
的な再構築としての地域論という，そう
いうエコロジーの視点から今の電子メ
ディアの活用というのも考えていく必要
があるのではないでしょうか．そういう
議論の立て方なのです．だから，象徴的
にいえば，今の電子メディアの利用の仕
方というのは，世界中の１番安い食品を
資本の論理に任せて集めてくる，という
ような仕方ですが，そういう方向ではな
い活用の方法を考えていく必要があるの
ではないかと思います．それはまた明日
話をさせていただきます．
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